
EtherChannelコンフィギュレーションガイド
First Published: 2026-07-17

Americas Headquarters
Cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive
San Jose, CA 95134-1706
USA
http://www.cisco.com
Tel: 408 526-4000

800 553-NETS (6387)
Fax: 408 527-0883



THE SPECIFICATIONS AND INFORMATION REGARDING THE PRODUCTS IN THIS MANUAL ARE SUBJECT TO CHANGE WITHOUT NOTICE. ALL STATEMENTS,
INFORMATION, AND RECOMMENDATIONS IN THIS MANUAL ARE BELIEVED TO BE ACCURATE BUT ARE PRESENTED WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,
EXPRESS OR IMPLIED. USERS MUST TAKE FULL RESPONSIBILITY FOR THEIR APPLICATION OF ANY PRODUCTS.

THE SOFTWARE LICENSE AND LIMITED WARRANTY FOR THE ACCOMPANYING PRODUCT ARE SET FORTH IN THE INFORMATION PACKET THAT SHIPPED WITH
THE PRODUCT AND ARE INCORPORATED HEREIN BY THIS REFERENCE. IF YOU ARE UNABLE TO LOCATE THE SOFTWARE LICENSE OR LIMITED WARRANTY,
CONTACT YOUR CISCO REPRESENTATIVE FOR A COPY.

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version of
the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California.

NOTWITHSTANDING ANY OTHERWARRANTY HEREIN, ALL DOCUMENT FILES AND SOFTWARE OF THESE SUPPLIERS ARE PROVIDED “AS IS" WITH ALL FAULTS.
CISCO AND THE ABOVE-NAMED SUPPLIERS DISCLAIM ALL WARRANTIES, EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THOSE OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OR ARISING FROM A COURSE OF DEALING, USAGE, OR TRADE PRACTICE.

IN NO EVENT SHALL CISCO OR ITS SUPPLIERS BE LIABLE FOR ANY INDIRECT, SPECIAL, CONSEQUENTIAL, OR INCIDENTAL DAMAGES, INCLUDING, WITHOUT
LIMITATION, LOST PROFITS OR LOSS OR DAMAGE TO DATA ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THIS MANUAL, EVEN IF CISCO OR ITS SUPPLIERS
HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

Any Internet Protocol (IP) addresses and phone numbers used in this document are not intended to be actual addresses and phone numbers. Any examples, command display output, network
topology diagrams, and other figures included in the document are shown for illustrative purposes only. Any use of actual IP addresses or phone numbers in illustrative content is unintentional
and coincidental.

All printed copies and duplicate soft copies of this document are considered uncontrolled. See the current online version for the latest version.

Cisco has more than 200 offices worldwide. Addresses and phone numbers are listed on the Cisco website at www.cisco.com/go/offices.

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this URL:
https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply a
partnership relationship between Cisco and any other company. (1721R)

© 2026 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html


C O N T E N T S

はじめに vP R E F A C E

表記法 v

関連資料 vii

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート vii

EtherChannel 1C H A P T E R 1

EtherChannelの機能履歴 1

EtherChannelの制約事項 2

EtherChannelについて 2

EtherChannel 2

チャネルグループおよびポートチャネルインターフェイス 4

Port Aggregation Protocol 5

Port Aggregation Protocolモード 6

ポート集約プロトコルの学習方式と優先順位 7

ポート集約プロトコルと他の機能との連携動作 8

Link Aggregation Control Protocol 9

Link Aggregation Control Protocolモード 10

イーサネットチャネルでの Link Aggregation Control Protocolスタンドアロンモード 10

Link Aggregation Control Protocolとリンクの冗長性 11

Link Aggregation Control Protocolとその他の機能との連携動作 12

Link Aggregation Control Protocolと 1:1の冗長性 12

EtherChannelの Onモード 13

EtherChannelとスイッチスタック 13

スイッチスタックとポート集約プロトコル 14

スイッチスタックと Link Aggregation Control Protocol 14

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
iii



EtherChannelのデフォルト設定 14

EtherChannel設定のベストプラクティス 15

レイヤ 2 EtherChannel設定時のガイドライン 16

推奨：ポートチャネル論理インターフェイスにレイヤ 3アドレスを割り当てる 16

Auto-LAG設定のベストプラクティス 16

Auto-LAG設定のベストプラクティス 17

EtherChannelの設定 18

レイヤ 2 EtherChannelの設定 18

レイヤ 3 EtherChannelの設定 20

（任意）ポート集約プロトコルの学習方式と優先順位の設定 22

LACPホットスタンバイポート 24

Link Aggregation Control Protocol最大バンドルの設定 25

Link Aggregation Control Protocolポートチャネルスタンドアロンの無効化の設定 26

EtherChannelでの Link Aggregation Control Protocolスタンドアロンモードの設定 27

Link Aggregation Control Protocolポートチャネル最小リンク数の設定 28

Link Aggregation Control Protocolシステムプライオリティの設定 29

（任意）Link Aggregation Control Protocolポート優先順位の設定 30

Link Aggregation Control Protocol 1:1冗長性の設定 31

Link Aggregation Control Protocol 1:1冗長高速レートタイマーの設定 33

グローバルな Auto-LAGの設定 34

ポートインターフェイスでの Auto-LAGの設定 35

Auto-LAGでの持続性の設定 37

EtherChannel、ポート集約プロトコル、およびLinkAggregation Control Protocolの状態のモニ

タリング 38

EtherChannelの設定例 38

レイヤ 2 EtherChannelの設定 39

例：レイヤ 3 EtherChannelの設定 40

Link Aggregation Control Protocolホットスタンバイポートの設定 41

例：Link Aggregation Control Protocol 1:1冗長性の設定 41

EtherChannelでのスタンドアロンモードの設定 42

Auto-LAGの設定 42

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
iv

Contents



はじめに

ここでは、このマニュアルの表記法、および他資料の入手方法について説明します。また、シス

コ製品のマニュアルの最新情報についても説明します。

•表記法 , on page v
•関連資料, on page vii
•マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, on page vii

表記法
このマニュアルでは、以下の表記法を使用しています。

説明表記法

^記号と Ctrlは両方ともキーボードの Control（Ctrl）キーを表します。
たとえば、^Dまたは Ctrl+Dというキーの組み合わせは、Ctrlキーを押
しながらDキーを押すことを意味します（ここではキーを大文字で表記
していますが、小文字で入力してもかまいません）。

^または Ctrl

コマンド、キーワード、およびユーザーが入力するテキストは太字で記

載されます。

太字

文書のタイトル、新規用語、強調する用語、およびユーザーが値を指定

する引数は、イタリック体で示しています。

イタリック体

システムが表示する端末セッションおよび情報は、courierフォントで

示しています。

Courierフォント

太字の Courierフォントは、ユーザーが入力しなければならないテキス

トを示しています。

太字の courierフォン

ト

角カッコの中の要素は、省略可能です。[x]

構文要素の後の省略記号（3つの連続する太字ではないピリオドでスペー
スを含まない）は、その要素を繰り返すことができることを示していま

す。

...
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説明表記法

パイプと呼ばれる縦棒は、一連のキーワードまたは引数の選択肢である

ことを示しています。

|

どれか 1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y]

どれか 1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角かっこまたは波かっこが入れ子になっている箇所は、任意または必須

の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しています。角かっ

こ内の波かっこと縦棒は、省略可能な要素内で選択すべき必須の要素を

示しています。

[x {y | z}]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで示

しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示しています。

!、#

読者への警告の表記法

このマニュアルでは、読者への警告に次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。Note

「問題解決に役立つ情報」です。Tip

「要注意」です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されています。Caution

「時間を節約する方法」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。Timesaver
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次の一般的な安全上の警告に注意してください。

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意し

てください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各警告

の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照してくだ

さい。

これらの注意事項を保管しておいてください。

Warning

関連資料

をインストールまたはアップグレードする前に、のリリースノートを参照してください。Note

•次の URLにある Cisco Validated Design（CVD）のマニュアル：

http://www.cisco.com/go/designzone

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービスリクエストの送信、追加情報
の収集の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』[英語]を参照してくださ
い。

また、『What's New in Cisco Product Documentation』の RSSフィードを購読できます。これは、
RSSリーダーアプリケーションを使用して、シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの一覧
とコンテンツをデスクトップに直接配信します。RSSフィードは無料のサービスです。
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C H A P T E R 1
EtherChannel

• EtherChannelの機能履歴, on page 1
• EtherChannelの制約事項, on page 2
• EtherChannelについて, on page 2
• EtherChannelの設定, on page 18
• EtherChannel、ポート集約プロトコル、および Link Aggregation Control Protocolの状態のモニ
タリング, on page 38

• EtherChannelの設定例, on page 38

EtherChannelの機能履歴
次の表に、このモジュールで説明する機能のリリースおよび関連情報を示します。

これらの機能は、特に明記されていない限り、導入されたリリース以降のすべてのリリースで使

用できます。

機能情報機能リリース

Cisco C9550シリーズスマートスイッチEtherChannels：
EtherChannel機能のサ
ポートが導入されまし

た。

Cisco IOS XE 26.2.1ea

Cisco C9350シリーズスマートスイッチ

Cisco C9610シリーズスマートスイッチ

EtherChannel：スイッ
チ、ルータ、および

サーバー間にフォール

トトレラントな高速リ

ンクを提供します。

Cisco IOS XE 17.18.1

Cisco Feature Navigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポート
情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスしま
す。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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EtherChannelの制約事項
EtherChannel設定の制約事項

EtherChannelを設定する場合は、次の制約事項を考慮してください。

• EtherChannelのすべてのポートは同じ VLANに割り当てるか、またはトランクポートとして
設定する必要があります。

• LACP 1:1冗長性機能は、ポートチャネルインターフェイスでのみサポートされます。

• StackWiseVirtual Link（SVL）システムでは、LACPEtherChannel設定で最大8ポートがサポー
トされます。

サポートされない EtherChannel機能

次の機能は、EtherChannelではサポートされていません。

•ポートチャネルまたはメンバーインターフェイスでは音声 VLANを設定できません。

•インターフェイスで dot1adが設定されている場合、インターフェイスを EtherChannelに変換
できません。

•ポートチャネルでは、nonegotiateコマンドおよび dynamicコマンドを設定できません。

•ルーテッドポートまたはトランクポートおよび EtherChannelでは、network policyコマンドを
設定できません。

• EtherChannelでは switchport priority extend trustコマンドと switchport priorit extend cos 3コ
マンドを設定できません。

•レイヤ 3ポートでレイヤ 2設定を使用できません。

•ポートモードまたは VLANマスクで設定不備が検出されると、ポートは一時停止されます。

•レイヤ 2およびレイヤ 3のマルチキャストルーティングでは、ソフトウェアが使用する
EtherChannelメンバーポートを決定します。グループのマルチキャストトラフィックはすべ
て単一の物理ポートを通過するため、ポート間でマルチキャストトラフィックの配信が不均

一になる可能性があります。

EtherChannelについて
このセクションでは、EtherChannelと、EtherChannelを設定するためのさまざまなモードの情報に
ついて説明します。

EtherChannel
EtherChannelは、次のネットワークテクノロジーです。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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•単一の論理リンクにバンドルする個別のイーサネットリンクで構成されます。

•スイッチ、ルータ、およびサーバー間にフォールトトレラントな高速リンクを提供します。

•最大 8つの互換性のある設定されたイーサネットポートを含めることができます。

EtherChannel機能

EtherChannelには次の機能があります。

•配線用ボックスとデータセンター間の帯域幅を増やします。

•ボトルネックが発生しやすいネットワークの任意の場所に展開できます。

•他のリンクに負荷を再分散させることによって、リンク切断から自動的に回復します。

•リンク障害が発生した場合、自動的に障害リンクからチャネル内の他のリンクにトラフィッ
クをリダイレクトします。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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Figure 1:一般的な EtherChannel設定

チャネルグループおよびポートチャネルインターフェイス

EtherChannelは、ネットワーク集約テクノロジーです。

•チャネルグループとポートチャネルインターフェイスから構成されます。

•チャネルグループからポートチャネルインターフェイスに物理ポートをバインドします。

•ポートチャネルインターフェイスからチャネルグループのすべての物理ポートに設定変更を
適用します。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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EtherChannel設定要件

Figure 2:物理ポート、チャネルグループおよびポートチャネルインターフェイスの関係

channel-groupコマンドは、物理ポートおよびポートチャネルインターフェイスをまとめてバイ
ンドします。各 EtherChannelには 1～ 128までの番号が付いたポートチャネル論理インターフェ
イスがあります。ポートチャネルインターフェイス番号は、channel-groupインターフェイスコ
ンフィギュレーションコマンドで指定した番号に対応しています。

•レイヤ 2ポートの場合は、channel-groupインターフェイスコンフィギュレーションコマン
ドを使用して、ポートチャネルインターフェイスを動的に作成します。

また、interface port-channel port-channel-numberグローバルコンフィギュレーションコマン
ドを使用して、ポートチャネル論理インターフェイスを手動で作成することもできます。た

だし、その場合、論理インターフェイスを物理ポートにバインドするには、channel-group
channel-group-number コマンドを使用する必要があります。channel-group-numberは

port-channel-numberと同じ値に設定することも、違う値を使用することもできます。新しい
番号を使用した場合、channel-groupコマンドは動的に新しいポートチャネルを作成します。

•レイヤ 3ポートでレイヤ 3インターフェイスとしてインターフェイスを設定するには、no
switchportインターフェイスコマンドを使用した上で channel-groupインターフェイスコン
フィギュレーションコマンドを使用して動的にポートチャネルインターフェイスを作成しま

す。

レイヤ 2からレイヤ 3にポートを移動する際に、レイヤ 2ポートがポートチャネルのメンバーで
ある場合は、最初に、no channel groupコマンドを使用してそのポートをチャネルグループから削
除します。その後、no switchportコマンドを使用して、ポートをレイヤ 3に移動してください。

Note

Port Aggregation Protocol
Port Aggregation Protocol（PAgP）は、シスコ独自のプロトコルです。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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•シスコデバイスおよび PAgPをサポートするベンダーによってライセンス供与されたデバイ
スでのみ稼働します。

•イーサネットポート間でPAgPパケットを交換することにより、EtherChannelを自動的に作成
します。

•クロススタック EtherChannelで有効にすることできます。

PAgP動作

スイッチまたはスイッチスタックは PAgPを使用することによって、PAgPをサポートできるパー
トナーの識別情報、および各ポートの機能を学習します。次に、設定が類似している（スタック

内の単一デバイス上の）ポートを、単一の論理リンク（チャネルまたは集約ポート）に動的にグ

ループ化します。設定が類似しているポートをグループ化する場合の基準は、ハードウェア、管

理、およびポートパラメータ制約です。たとえば、PAgPは速度、デュプレックスモード、ネイ
ティブVLAN、VLAN範囲、トランキングステータス、およびトランキングタイプが同じポート
をグループとしてまとめます。リンクをEtherChannelにグループ化した後で、PAgPは単一デバイ
スポートとして、スパニングツリーにそのグループを追加します。

Port Aggregation Protocolモード

PAgPモードは、PAgPネゴシエーションを開始する PAgPパケットをポートが送信できるか、ま
たは受信した PAgPパケットに応答できるかを指定します。スイッチポートは、autoモードまた
は desirableモードに設定された相手ポートとだけ PAgPパケットを交換します。onモードに設定
されたポートは、PAgPパケットを交換しません。

Table 1: EtherChannel PAgPモード

説明モード

ポートをパッシブネゴシエーションステートにします。この場合、ポートは受

信する PAgPパケットに応答しますが、PAgPパケットネゴシエーションを開始
することはありません。これにより、PAgPパケットの送信は最小限に抑えられ
ます。

auto

ポートをアクティブネゴシエーションステートにします。この場合、ポートは

PAgPパケットを送信することによって、相手ポートとのネゴシエーションを開
始します。

desirable

autoモードおよびdesirableモードはともに、相手ポートとネゴシエーションして、ポート速度な
どの条件に基づいて（レイヤ 2 EtherChannelの場合は、トランクステートおよび VLAN番号など
の基準に基づいて）、ポートで EtherChannelを形成できるようにします。

PAgPモードが異なっていても、モード間で互換性がある限り、ポートはEtherChannelを形成でき
ます。次に例を示します。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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Table 2: PAgPモードの互換性と連携

説明モード

autoモードのポートは、desirableモードの別のポートとEtherChannelを形成でき
ます。

両ポートとも LACPネゴシエーションを開始しないため、autoモードのポート
は、autoモードの別のポートと EtherChannelを形成することはできません。

auto

desirableモードのポートは、desirableまたは autoモードの別のポートと
EtherChannelを形成できます。

desirable

サイレントモード

サイレントモードは、PAgP設定モードです。

• PAgP非対応で、ほとんどパケットを送信しないデバイスにスイッチを接続する場合、PAgP
が動作できるようになります。

• autoモードまたは desirableモードとともに non-silentモードを指定しないと、指定されてい
ると見なされます。

• PAgPで、チャネルグループにポートを付与したり、伝送用ポートを使用したりできます。

設定とユースケース

PAgP対応のデバイスにスイッチを接続する場合、non-silentキーワードを使用すると、スイッチ
ポートを非サイレント動作用に設定できます。

サイレントモードを使用するのは、PAgP非対応で、かつほとんどパケットを送信しないデバイ
スにスイッチを接続する場合です。サイレントパートナーの例は、トラフィックを生成しない

ファイルサーバ、またはパケットアナライザなどです。この場合、サイレントパートナーに接続

された物理ポート上で PAgPを稼働させると、このスイッチポートが動作しなくなります。ただ
し、サイレントを設定すると、PAgPが動作してチャネルグループにポートを結合し、このポー
トが伝送に使用されます。

ポート集約プロトコルの学習方式と優先順位

ポート集約プロトコル学習方式および優先順位は、PAgP設定メカニズムです。

• MACアドレスの学習方式に基づいて、ネットワークデバイスを物理学習者または集約ポート
学習者として分類します。

•適切に動作させるには、リンクの両端で同じ学習方式の設定が必要です。

•伝送の最適化のために、EtherChannelグループ内の優先順位ベースのポート選択を有効にし
ます。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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PAgP学習方式

ネットワークデバイスは、PAgP物理ラーナーまたは集約ポートラーナーに分類されます。物理
ポートによってアドレスを学習し、その知識に基づいて送信を指示するデバイスは物理ラーナー

です。集約（論理）ポートによってアドレスを学習するデバイスは、集約ポートラーナーです。

学習方式は、リンクの両端で同一の設定にする必要があります。

デバイスとそのパートナーが両方とも集約ポートラーナーの場合、論理ポートチャネル上のアド

レスを学習します。デバイスは EtherChannelのいずれかのポートを使用することによって、送信
元にパケットを送信します。集約ポートラーナーの場合、どの物理ポートにパケットが届くかは

重要ではありません。

PAgPは、パートナーデバイスが物理ラーナーの場合およびローカルデバイスが集約ポートラー
ナーの場合には自動検出できません。したがって、物理ポートでアドレスを学習するには、ロー

カルデバイスに手動で学習方式を設定する必要があります。また、負荷の分散方式を送信元ベー

ス分散に設定して、指定された送信元MACアドレスが常に同じ物理ポートに送信されるように
する必要もあります。

グループ内の 1つのポートですべての伝送を行うように設定して、他のポートをホットスタンバ
イに使用することもできます。選択された 1つのポートでハードウェア信号が検出されなくなっ
た場合は、数秒以内に、グループ内の未使用のポートに切り替えて動作させることができます。

パケット伝送用に常に選択されるように、ポートを設定するには、 pagp port-priority インター
フェイスコンフィギュレーションコマンドを使用してプライオリティを変更します。プライオリ

ティが高いほど、そのポートが選択される可能性が高まります。

CLIで physical-portキーワードを指定した場合でも、デバイスがサポートするのは、集約ポート
上でのアドレスラーニングのみです。pagp learn-methodコマンドおよび pagp port-priorityコマ
ンドは、デバイスハードウェアには影響を及ぼしませんが、Catalyst 1900スイッチなど、物理ポー
トによるアドレスラーニングのみをサポートしているデバイスと PAgPの相互運用性を確保する
ために必要です。

デバイスのリンクパートナーが物理ラーナーである場合、pagp learn-method physical-portイン
ターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して物理ポートラーナーとしてデバイスを

設定することを推奨します。また、port-channel load-balance src-MACグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用して、送信元MACアドレスに基づいて負荷分散方式を設定すること
を推奨します。すると、デバイスは送信元アドレスを学習した EtherChannel内の同じポートを使
用して、物理ラーナーにパケットを送信します。この状況では、pagp learn-methodコマンドのみ
を使用します。

Note

ポート集約プロトコルと他の機能との連携動作

ポート集約プロトコルと他の機能との連携動作は一連の動作です。

•ダイナミックトランキングプロトコル（DTP）および Cisco Discovery Protocol（CDP）は、
EtherChannelの物理ポートを使用してパケットを送受信します。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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•トランクポートは、番号が最も小さい VLAN上で PAgPプロトコルデータユニット（PDU）
を送受信します。

•レイヤ 2とレイヤ 3 EtherChannelの両方のMACアドレス割り当てを管理します。

プロトコル動作の詳細

レイヤ 2 EtherChannelでは、チャネル内で最初に起動するポートが EtherChannelにMACアドレス
を提供します。このポートがバンドルから削除されると、バンドル内の他のポートの 1つが
EtherChannelにMACアドレスを提供します。レイヤ 3EtherChannelの場合、（interface port-channel
グローバルコンフィギュレーションコマンドを経由して）インターフェイスが作成された直後

に、アクティブなデバイスによりMACアドレスが割り当てられます。

PAgPが PAgP PDUを送受信するのは、PAgPが autoモードまたは desirableモードでイネーブルに
なっている、稼働状態のポート上だけです。

Link Aggregation Control Protocol
Link Aggregation Control Protocol（LACP）は、IEEE 802.3ad標準で定義されているネットワークプ
ロトコルです。

•イーサネットポート間で LACPパケットを交換することにより、EtherChannelを自動的に作
成できます。

•デバイスの設定が類似しているポートを単一の論理リンク（チャネルまたは集約ポート）に
動的にグループ化します。

• IEEE 802.3adプロトコルをサポートするネットワークデバイス間の互換性を確保します。

LACPポートのグループ化

LACPは、LACPとその機能をサポートできるポートを識別します。ポートは、次のようなハード
ウェア、管理、およびポートパラメータの制約に基づいて EtherChannelに動的にグループ化され
ます。

•速度

•デュプレックスモード

•ネイティブ VLAN

•トランキングステータスとタイプ

グループ化されると、LACPは EtherChannelを単一デバイスポートとして、スパニングツリープ
ロトコルに追加します。デフォルトのスタンドアロンモードでは、LACPピアから応答を受信し
ないポートは一時停止状態に移動します。これにより、接続されたデバイスの互換性と安定性が

確保されます。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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Link Aggregation Control Protocolモード

LACPモードでは、ポートがLACPパケットを送信できるか、LACPパケットの受信のみができる
かどうかを指定します。activeモードおよび passive LACPモードはともに、相手ポートとネゴシ
エーションして、ポート速度などの条件に基づいて（レイヤ 2 EtherChannelの場合は、トランク
ステートおよび VLAN番号などの基準に基づいて）、ポートで EtherChannelを形成できるように
します。

Table 3: EtherChannel LACPモード

説明モード

ポートをアクティブネゴシエーションステートにします。この場合、ポート

はLACPパケットを送信することによって、相手ポートとのネゴシエーション
を開始します。

active

ポートはパッシブネゴシエーションステートになります。この場合、ポート

は受信するLACPパケットに応答しますが、LACPパケットネゴシエーション
を開始することはありません。これにより、LACPパケットの送信を最小限に
抑えます。

passive

LACPモードが異なっていても、モード間で互換性がある限り、ポートは EtherChannelを形成で
きます。次に例を示します。

• activeモードのポートは、activeまたは passive モードの別のポートと EtherChannelを形成で
きます。

•両ポートとも LACPネゴシエーションを開始しないため、passiveモードのポートは、passive
モードの別のポートと EtherChannelを形成することはできません。

イーサネットチャネルでの Link Aggregation Control Protocolスタンドアロンモード

Link Aggregation Control Protocolスタンドアロンモードは、EtherChannelポート状態です。

• EtherChannelの一方のエンドが他方よりもメンバーが多い場合、一致しないポートはスタン
ドアロン状態になります。

•ポートはスタンドアロンのデータポートとして機能し、BPDUとデータトラフィックを送受
信できます。

•独立モードとも呼ばれ、デフォルトで無効になっています。

設定と動作の詳細

スパニングツリープロトコル（STP）によってレイヤ 2ループから保護されていないトポロジで
は、ポートがスタンドアロン状態になると、重大なネットワークエラーが発生する可能性があり

ます。インターフェイス構成モードでport-channel standalone-disableコマンドを入力すると、ポー
トをスタンドアロン状態ではなく一時停止状態にできます。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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スタンドアロンモードは、レイヤ 2 LACP EtherChannelのポート（A）がピアの応答のないポート
（B）に接続されている場合に特に関連します。EtherChannelで LACPスタンドアロンが無効に
なっている場合、Aに着信するすべてのトラフィックがブロックされます（スイッチのデフォル
ト動作）。場合によっては、このようなポートでの管理トラフィックを許可する必要があります。

これは、LACPスタンドアロン（または独立）モードを有効にすることで実行できます。レイヤ
2 LACP Etherchannelでスタンドアロンモードを有効にするには、インターフェイス構成モードで
no port-channel standalone disableコマンドを使用します。スタンドアロンモードを無効にしてデ
フォルトに戻すには、インターフェイス構成モードで port-channel standalone disableコマンドを
使用します。

LACPスタンドアロンモードはデフォルトで無効になっています。Note

Cisco IOS XE Dublin 17.10.1リリース以降、レイヤ 3 EtherChannelで LACPスタンドアロンモード
を設定できます。スタンドアロンモードを設定するには、インターフェイス構成モードで no
port-channel standalone disableコマンドを使用します。スタンドアロンモードを無効にしてデフォ
ルトに戻すには、インターフェイス構成モードで port-channel standalone disableコマンドを使用
します。

Link Aggregation Control Protocolとリンクの冗長性

Link Aggregation Control Protocolおよびリンク冗長性は、ネットワーク設定のアプローチです。

•最小リンクと最大バンドル機能による LACPポートチャネル動作を向上させます。

•バンドルされるポートの最小数と最大数を制御することにより、帯域幅の可用性を管理しま
す。

•ホットスタンバイポート設定によりリンクの冗長性を提供します。

LACP機能

LACPポートチャネルの最小リンク機能：

• LACPポートチャネルでリンクし、バンドルする必要があるポートの最小数を設定します。

•低帯域幅の LACPポートチャネルがアクティブにならないようにします。

•必要な最低帯域幅を提供する十分なアクティブメンバポートがない場合、LACPポートチャ
ネルが非アクティブになるようにします。

LACPの最大バンドル機能：

• LACPポートチャネルのバンドルポートの上限数を定義します。

•バンドルポートがより少ない場合のホットスタンバイポートを可能にします。たとえば、5
個のポートがあるLACPポートチャネルで、3個の最大バンドルを指定し、残りの2個のポー
トをホットスタンバイポートとして指定できます。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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Link Aggregation Control Protocolとその他の機能との連携動作

Link Aggregation Control Protocol（LACP）は、ネットワークプロトコルです。

•冗長性のために複数の物理ポートを単一の論理チャネルに結合します。

•データリンク層で動作して、高速のコンバージェンスとフェールオーバーを可能にします。

•アクティブまたはパッシブモードでメンバーポート間で状態情報を同期します。

LACP機能の連携動作

DTPおよび CDPは、EtherChannelの物理ポートを介してパケットを送受信します。

トランクポートは、番号が最も小さい VLAN上で LACP PDUを送受信します。

レイヤ 2 EtherChannelでは、チャネル内で最初に起動するポートが EtherChannelにMACアドレス
を提供します。このポートがバンドルから削除された場合、次のアクティブポートでそのMAC
アドレスが使用されます。

レイヤ 3 EtherChannelの場合、interface port-channelグローバルコンフィギュレーションコマン
ドを使用して EtherChannelインターフェイスが作成されたときに、アクティブデバイスにより
MACアドレスが割り当てられます。

デフォルトのロードバランシングが送信元MACと接続先MACのレイヤ 2ポートチャネル

デフォルトのロードバランシングが送信元 IPと接続先 IPのレイヤ 3ポートチャネル

Note

Link Aggregation Control Protocolと 1:1の冗長性

LACP 1:1冗長性は、EtherChannelの設定機能です。

•ホットスタンバイリンクへの高速スイッチオーバーを含む 1つのアクティブリンクをサポー
トします。

•他のリンクはホットスタンバイ状態のままで、ポート優先順位番号の低いポートへのリンク
をアクティブリンクとして接続します。

•アクティブリンクがダウンした場合、ホットスタンバイリンクへの高速スイッチオーバーを
実行して、EtherChannelの動作を維持します。

LACP 1:1冗長性の動作

障害が発生したリンクが再度動作可能になると、LACPは、もう一度ファストスイッチオーバー
を実行して元のアクティブリンクに戻します。

LACP 1:1ホットスタンバイダンプニング機能は、優先順位の高いポートがアクティブになった
後、優先順位の高いポートへのスイッチオーバーを遅らせるタイマーを設定します。これにより、
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優先順位の高いポートから優先順位の低いポートへのスイッチオーバー後に、優先順位の高いポー

トが再度アクティブになったときに、優先順位の高いポートを安定させることができます。

EtherChannelの Onモード
EtherChannel onモードは、手動設定方式です。

•ネゴシエーションを行わずにポートを強制的に EtherChannelに参加させます。

•リモートデバイスが PAgPまたは LACPをサポートしていない場合に役立ちます。

•リンクの両端のデバイスが onモードに設定されている場合のみ、使用可能なEtherChannelを
作成します。

ポートの設定要件

同じチャネルグループ内でonモードに設定されているポートは、互換性のあるポート特性（速度
やデュプレックスなど）を備えている必要があります。互換性のないポートは、onモードに設定
されている場合でも、一時停止されます。

onモードを使用する場合は、注意する必要があります。これは手動の設定であり、EtherChannel
の両端のポートには、同一の設定が必要です。グループの設定を誤ると、パケット損失またはス

パニングツリーループが発生することがあります。

Caution

EtherChannelとスイッチスタック
EtherChannelとスイッチスタックは、ネットワーク設定です。

•スタックメンバー障害が発生した場合、チャネルから障害ポートを削除することで接続を維
持します。

• EtherChannelの設定および動作情報を使用して新しいスタックメンバーを自動的に更新しま
す。

•スタックマージ中にスパニングツリー検出を介して自己ループポートを処理します。

スタックメンバー障害の動作

EtherChannelに加入しているポートが含まれているスタックメンバに、障害が発生するか、その
スタックメンバがスタックから除外された場合、アクティブなスイッチにより、障害が発生した

スタックメンバスイッチポートが EtherChannelから削除されます。EtherChannelに残っている
ポートがある場合、接続は引き続き確保されます。

スイッチが既存スタックに追加されると、新しいスイッチでは、アクティブなスイッチから実行

コンフィギュレーションを受信し、EtherChannel関連のスタック設定でアップデートされます。

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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スタックメンバでは、動作情報（動作中で、チャネルのメンバであるポートのリスト）も受信し

ます。

2つのスタック間で設定されている EtherChannelがマージされた場合、セルフループポートにな
ります。スパニングツリーにより、この状況が検出され、必要な動作が発生します。正常な状態

にあるスイッチスタックにある PAgP設定または LACP設定は影響を受けませんが、損失したス
イッチスタックの PAgP設定または LACP設定は、スタックのリブート後に失われます。

スイッチスタックとポート集約プロトコル

スイッチスタックとポート集約プロトコルは、PAgP同期を介してEtherChannel設定を維持しなが
ら、アクティブスイッチとスタンバイスイッチ間の自動フェールオーバー管理を可能にするネッ

トワーク設定です。

PAgPフェールオーバーの動作

PAgPでは、アクティブなスイッチに障害が発生するか、スタックを離れた場合、スタンバイス
イッチが新しいアクティブスイッチになります。新しいアクティブスイッチはアクティブなス

イッチの該当項目にスタックメンバの設定を同期します。PAgP設定は、EtherChannelに古いアク
ティブスイッチ上にあるポートがない限り、アクティブなスイッチの変更後も影響を受けませ

ん。

スイッチスタックと Link Aggregation Control Protocol

LACPを使用したスイッチスタックは、アクティブスイッチスタックMACアドレスのシステム
IDを使用し、アクティブスイッチが変更されたときに LACPシステム IDの一貫性が維持され、
アクティブスイッチの移行中にデフォルトの LACP設定が保持されるネットワーク設定です。

スイッチスタックでの LACPの動作

LACPの場合、システム IDには、アクティブなスイッチから取得したスタックMACアドレスが
使用されます。アクティブスイッチに障害が発生したり、スタックを離れ、スタンバイスイッチ

が新しいアクティブスイッチが変更になっても、LACPシステム IDは変更されません。デフォル
トでは、LACP設定はアクティブスイッチの変更後も影響を受けません。

EtherChannelのデフォルト設定
この参考資料は、チャネルグループ、ポートチャネル論理インターフェイス、PAgPおよび LACP
モード、優先順位、学習方式、システム設定などの機能に関するデフォルトの EtherChannelコン
フィギュレーション設定を説明します。

EtherChannelのデフォルト設定を、次の表に示します。

Table 4: EtherChannelのデフォルト設定

デフォルト設定機能

割り当てなしチャネルグループ

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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デフォルト設定機能

未定義ポートチャネル論理インターフェイ

ス

デフォルトなしPAgPモード

すべてのポートで集約ポートラーニングPAgP学習方式

すべてのポートで 128PAgPプライオリティ

デフォルトなしLACPモード

すべてのポートで集約ポートラーニングLACP学習方式

すべてのポートで 32768LACPポートプライオリティ

32768LACPシステムプライオリティ

LACPシステムのプライオリティおよびスイッチまたはス
タックのMACアドレス

LACPシステム ID

EtherChannel設定のベストプラクティス
EtherChannelポートを正しく設定していない場合は、ネットワークループおよびその他の問題を
回避するために、一部の EtherChannelインターフェイスが自動的にディセーブルになります。設
定上の問題を回避するために、次の注意事項に従ってください。

•
• EtherChannel内のすべてのポートを同じ速度および同じデュプレックスモードで動作するよ
うに設定します。

• EtherChannel内のすべてのポートをイネーブルにします。shutdownインターフェイスコン
フィギュレーションコマンドを使用して無効にされた EtherChannel内のポートはリンク障害
として扱われ、そのトラフィックは EtherChannel内の残りのポートのいずれかに転送されま
す。

•グループを初めて作成した際には、そのグループに最初に追加されたポートのパラメータ設
定値をすべてのポートが引き継ぎます。次のパラメータのいずれかで設定を変更した場合は、

グループ内のすべてのポートでも変更する必要があります。

•許可 VLANリスト

•各 VLANのスパニングツリーパスコスト

•各 VLANのスパニングツリーポートプライオリティ

•スパニングツリー PortFastの設定

• 1つのポートが複数の EtherChannelグループのメンバになるように設定しないでください。
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• EtherChannelは、PAgPと LACPの両方のモードには設定しないでください。PAgPおよび
LACPが稼働している複数の EtherChannelグループは、同じスイッチまたはスタック内の別
のスイッチ上で共存できます。個々の EtherChannelグループは PAgPまたは LACPのいずれ
かを実行できますが、相互運用することはできません。

•アクティブまたはまだアクティブでない EtherChannelメンバとなっているポートを、IEEE
802.1Xポートとして設定しないでください。EtherChannelポートで IEEE 802.1xをイネーブル
にしようとすると、エラーメッセージが表示され、IEEE802.1xはイネーブルになりません。

• EtherChannelがデバイスインターフェイスに設定されている場合は、dot1x system-auth-control
グローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、デバイス上で IEEE802.1xをグロー
バルに有効にする前に、インターフェイスから EtherChannel構成を削除します。

レイヤ 2 EtherChannel設定時のガイドライン

レイヤ 2 EtherChannelsを設定する場合は、次の注意事項に従ってください。

• EtherChannel内のすべてのポートを同じ VLANに割り当てるか、またはトランクとして設定
してください。複数のネイティブ VLANに接続されるポートは、EtherChannelを形成できま
せん。

• EtherChannelは、トランキングレイヤ 2 EtherChannel内のすべてのポート上で同じ VLAN許
容範囲をサポートしています。VLAN許容範囲が一致していないと、PAgPが autoモードま
たは desirableモードに設定されていても、ポートは EtherChannelを形成しません。

•スパニングツリーパスコストが異なるポートは、設定上の矛盾がない限り、EtherChannelを
形成できます。異なるスパニングツリーパスコストを設定すること自体は、EtherChannelを
形成するポートの矛盾にはなりません。

推奨：ポートチャネル論理インターフェイスにレイヤ 3アドレスを割り当てる

レイヤ3EtherChannelの場合は、レイヤ3アドレスをチャネル内の物理ポートでなく、ポートチャ
ネル論理インターフェイスに割り当てます。

Auto-LAG設定のベストプラクティス
Auto-LAGを使用すると、LACP（Link Aggregation Control Protocol）を使用してスイッチに接続さ
れたポートで EtherChannelを自動的に作成します。

• Auto-LAGは、一意のパートナーデバイスごとに 1つのEtherChannelのみをサポートします。

•デフォルトでは、機能がグローバルで無効になっていますが、すべてのポートインターフェ
イスでは有効になっています。

• Auto-LAGが動作するにはグローバルな有効化が必要であり、ポートが特定の条件を満たして
いる必要があります。
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Auto-LAGは、LACPプロトコルの動作を適用してシームレスなプロビジョニングを実現し、ネッ
トワークの安定性を維持しながら帯域幅を増加させます。

ポートの設定要件

自動 EtherChannelの作成に参加する前に、ポートが次の要件を満たしていることを確認します。

•既存の手動 EtherChannelがあるポートは、自動 EtherChannelの作成に参加することはできま
せん。

•ポートで Auto-LAGを無効にすると、自動作成された EtherChannelからバンドル解除されま
す。

•グローバルに無効化すると、すでに自動作成されたEtherChannelのすべてが手動EtherChannel
に変換されます。

サポートされている構成

Auto-LAGがグローバルに有効になっていると、アクターデバイスとパートナーデバイス間で次の
サポートされる設定を使用します。

Table 5:アクターとパートナーデバイス間でサポートされる Auto-LAG設定

自動パッシブアクティブアクター/パートナー

対応対応対応アクティブ

対応非対応対応パッシブ

対応対応対応自動

制限事項

既存の自動作成された EtherChannelの設定は変更できません。変更するには、port-channel
<channel-number> persistentを使用して EtherChannelを手動に変換します。

Auto-LAG設定のベストプラクティス

Auto-LAG機能を設定するときには、次のガイドラインに従ってください。

• Auto-LAGはデフォルトでインターフェイスで有効になっています。スイッチでグローバルに
有効になっている場合、ユーザーは一部のポートを自動 EtherChannelメンバーにならないよ
うにします。それらのポートで Auto-LAGを無効にします。

•ポートインターフェイスは、すでに手動EtherChannelのメンバーである場合、自動EtherChannel
にバンドルされません。自動 EtherChannelとバンドルできるようにするには、次の手順を実
行します。

•まず、ポートインターフェイスで手動 EtherChannelのバンドルを解除します。

• Auto-LAGが有効で、自動 EtherChannelが作成される場合：
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•同じパートナーデバイスで複数の EtherChannelを手動で作成できます。

•デフォルトでは、ポートはパートナーデバイスで自動EtherChannelの作成を試行します。

• Auto-LAGはレイヤ 2 EtherChannelでのみサポートされ、次はサポートされていません。

•レイヤ 3インターフェイス

•レイヤ 3 EtherChannel

• Auto-LAGはクロススタック EtherChannelでサポートされています。

EtherChannelの設定
EtherChannelの設定後、ポートチャネルインターフェイスに適用した設定変更は、そのポートチャ
ネルインターフェイスに割り当てられたすべての物理ポートに適用されます。また、物理ポート

に適用した設定変更は、設定を適用したポートだけに作用します。

これらのセクションでは、EtherChannelのさまざまな設定情報について説明します。

レイヤ 2 EtherChannelの設定
複数の物理ポートをバンドルして帯域幅と冗長性を向上させるために、論理ポートチャネルイン

ターフェイスを作成するには、次の手順を実行します。

レイヤ 2 EtherChannelを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで
channel-groupコマンドを使用して、チャネルグループにポートを割り当てます。このコマンドに
より、ポートチャネル論理インターフェイスが自動的に作成されます。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 configure terminal

Example:
Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 interface interface-id

EtherChannelコンフィギュレーションガイド
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Example:
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

物理ポートを指定し、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

指定できるインターフェイスは、物理ポートです。

PAgP EtherChannelの場合、同じタイプおよび速度のポートを 8つまで同じグループに設定できま
す。

LACP EtherChannelの場合、同じタイプのイーサネットポートを 16まで設定できます。最大 8つ
のポートを activeモードに、最大 8つのポートを standbyモードにできます。

Step 4 switchport mode {access | trunk}

Example:
Device(config-if)# switchport mode access

すべてのポートをスタティックアクセスポートとして同じVLANに割り当てるか、またはトラン
クとして設定します。

ポートをスタティックアクセスポートとして設定する場合は、ポートを 1つのVLANにのみ割り
当ててください。指定できる範囲は 1～ 4094です。

Step 5 switchport access VLAN VLAN-id

Example:
Device(config-if)# switchport access vlan 22

（任意）ポートをスタティックアクセスポートとして設定する場合は、ポートを 1つのVLANに
のみ割り当ててください。指定できる範囲は 1～ 4094です。

Step 6 channel-group channel-group-number mode {auto [non-silent] | desirable [non-silent ] | on } | { active
| passive}

Example:
Device(config-if)# channel-group 5 mode auto

チャネルグループにポートを割り当て、PAgPモードまたは LACPモードを指定します。

modeには、次のキーワードのいずれか 1つを選択します。

• auto —PAgP装置が検出された場合に限り、PAgPをイネーブルにします。ポートをパッシブ
ネゴシエーションステートにします。この場合、ポートは受信する PAgPパケットに応答し
ますが、PAgPパケットネゴシエーションを開始することはありません。

• desirable —無条件に PAgPをイネーブルにします。ポートをアクティブネゴシエーションス
テートにします。この場合、ポートは PAgPパケットを送信することによって、相手ポート
とのネゴシエーションを開始します。

• on —：PAgPまたは LACPを使用せずにポートが強制的にチャネル化されます。onモードで
は、使用可能なEtherChannelが存在するのは、onモードのポートグループが、onモードの別
のポートグループに接続する場合だけです。
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• non-silent：（任意）デバイスが PAgP対応のパートナーに接続されている場合、ポートが
autoまたはdesirableモードになると非サイレント動作を行うようにデバイスポートを設定し
ます。non-silentを指定しなかった場合は、サイレントが指定されたものと見なされます。サ
イレント設定は、ファイルサーバまたはパケットアナライザとの接続に適しています。サイ

レントを設定すると、PAgPが動作してチャネルグループにポートを結合し、このポートが
伝送に使用されます。

• active：LACP装置が検出された場合に限り、LACPをイネーブルにします。ポートをアクティ
ブネゴシエーションステートにします。この場合、ポートはLACPパケットを送信すること
によって、相手ポートとのネゴシエーションを開始します。

• passive —：ポート上で LACPをイネーブルにして、ポートをパッシブネゴシエーションス
テートにします。この場合、ポートは受信するLACPパケットに応答しますが、LACPパケッ
トネゴシエーションを開始することはありません。

Step 7 end

Example:
Device(config-if)# end

特権 EXECモードに戻ります。

レイヤ 2 EtherChannelが設定され、ポートチャネル論理インターフェイスが自動的に作成されま
す。ポートは、選択した PAgPまたは LACPモードを持つ指定されたチャネルグループに割り当
てられます。

レイヤ 3 EtherChannelの設定
複数のイーサネットインターフェイスを単一の論理インターフェイスにグループ化して、帯域幅

と冗長性を向上させるために、レイヤ 3 EtherChannelを設定します。

レイヤ3EtherChannelは、ネットワーク層で動作し、PAgP（ポート集約プロトコル）またはLACP
（Link Aggregation Control Protocol）を使用して設定できます。この手順では、イーサネットポー
トをレイヤ 3 EtherChannelに割り当てます。

Before you begin

レイヤ 3 EtherChannelにイーサネットポートを割り当てるには、次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。
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パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 configure terminal

Example:
Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 interface interface-id

Example:
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/2

物理ポートを指定し、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

有効なインターフェイスには、物理ポートが含まれます。

PAgP EtherChannelの場合、同じタイプおよび速度のポートを 8つまで同じグループに設定できま
す。

LACP EtherChannelの場合、同じタイプのイーサネットポートを 16まで設定できます。最大 8つ
のポートを activeモードに、最大 8つのポートを standbyモードにできます。

Step 4 no IP address

Example:
Device(config-if)# no ip address

物理ポートに割り当てられている IPアドレスがないことを確認します。

Step 5 no switchport

Example:
Device(config-if)# no switchport

ポートをレイヤ 3モードにします。

Step 6 channel-group channel-group-number mode {auto [non-silent] | desirable [non-silent] | on} |
{active | passive}

Example:
Device(config-if)# channel-group 5 mode auto

チャネルグループにポートを割り当て、PAgPモードまたは LACPモードを指定します。

modeには、次のキーワードのいずれか 1つを選択します。

• auto：PAgP装置が検出された場合に限り、PAgPをイネーブルにします。ポートをパッシブ
ネゴシエーションステートにします。この場合、ポートは受信する PAgPパケットに応答し
ますが、PAgPパケットネゴシエーションを開始することはありません。EtherChannelメン
バーがスイッチスタック内で異なるスイッチに属している場合、このキーワードはサポート

されません。

• desirable：無条件に PAgPをイネーブルにします。ポートをアクティブネゴシエーションス
テートにします。この場合、ポートは PAgPパケットを送信することによって、相手ポート
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とのネゴシエーションを開始します。EtherChannelメンバーがスイッチスタック内で異なる
スイッチに属している場合、このキーワードはサポートされません。

• on：PAgPや LACPを使用しないで、ポートを強制的にチャネル化します。onモードでは、
使用可能な EtherChannelが存在するのは、onモードのポートグループが、onモードの別の
ポートグループに接続する場合だけです。

• non-silent：（任意）デバイスが PAgP対応のパートナーに接続されている場合、ポートが
autoまたはdesirableモードになると非サイレント動作を行うようにデバイスポートを設定し
ます。non-silentを指定しなかった場合は、サイレントが指定されたものと見なされます。サ
イレント設定は、ファイルサーバまたはパケットアナライザとの接続に適しています。サイ

レントを設定すると、PAgPが動作してチャネルグループにポートを結合し、このポートが
伝送に使用されます。

• active：LACP装置が検出された場合に限り、LACPをイネーブルにします。ポートをアクティ
ブネゴシエーションステートにします。この場合、ポートはLACPパケットを送信すること
によって、相手ポートとのネゴシエーションを開始します。

• passive—：ポート上で LACPを有効にして、ポートをパッシブネゴシエーションステートに
します。この場合、ポートは受信する LACPパケットに応答しますが、LACPパケットネゴ
シエーションを開始することはありません。

Step 7 end

Example:
Device(config-if)# end

特権 EXECモードに戻ります。

イーサネットポートが、指定されたチャネルグループ番号とモード設定でレイヤ 3 EtherChannel
に正常に割り当てられました。

（任意）ポート集約プロトコルの学習方式と優先順位の設定

このタスクは、PAgP学習方式とポート優先順位を設定して、EtherChannelがパケットの送信と学
習を処理する方法を制御します。

PAgP（ポート集約プロトコル）学習方式と優先順位設定は任意ですが、特定の学習要件があるデ
バイスに接続する場合や、EtherChannelでパケット伝送のポート選択を制御する必要がある場合
に必要になる可能性があります。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable
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特権 EXECモードを有効にします。

パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 configure terminal

Example:
Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 interface interface-id

Example:
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/2

伝送ポートを指定し、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 4 pagp learn-method physical-port

Example:
Device(config-if)# pagp learn-method physical port

PAgP学習方式を選択します。

デフォルトでは、aggregation-port learningが選択されています。つまり、EtherChannel内のポー
トのいずれかを使用して、デバイスがパケットを送信元に送信します。集約ポートラーナーの場

合、どの物理ポートにパケットが届くかは重要ではありません。

物理ポートラーナーである別のデバイスに接続するphysical-portを選択します。

port-channel load-balance グローバルコンフィギュレーションコマンドを src-macに設定してく
ださい。

学習方式はリンクの両端で同じ方式に設定する必要があります。

Step 5 pagp port-priority priority

Example:
Device(config-if)# pagp port-priority 200

選択したポートがパケット伝送用として選択されるように、プライオリティを割り当てます。

priorityに指定できる範囲は 0～ 255です。デフォルト値は 128です。プライオリティが高いほ
ど、ポートが PAgP伝送に使用される可能性が高くなります。

Step 6 end

Example:
Device(config-if)# end

特権 EXECモードに戻ります。

PAgP学習方式とポート優先順位が設定されます。インターフェイスは、EtherChannelの動作に指
定された学習方式と優先順位設定を使用します。
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LACPホットスタンバイポート
LACPホットスタンバイポートは、EtherChannelバックアップリンクです。

•チャネル内に 8つを超える LACP互換ポートが設定されている場合、スタンバイモードが維
持されます。

•アクティブリンクのいずれかが非アクティブになると、自動的にアクティブになります。

• LACP優先順位値に基づいて選択され、アクティブまたはスタンバイにするポートを決定し
ます。

LACPホットスタンバイポートの動作

LACPがイネーブルの場合、ソフトウェアはデフォルトで、チャネルにおける LACP互換ポート
の最大数（最大 16個のポート）の設定を試みます。一度にアクティブにできる LACPリンクは 8
つだけです。残りの 8個のリンクがホットスタンバイモードになります。アクティブリンクの
1つが非アクティブになると、ホットスタンバイモードのリンクが代わりにアクティブになりま
す。

チャネルでアクティブポートの最大数を指定することでデフォルト動作を上書きできます。この

場合、残りのポートがホットスタンバイポートになります。たとえばチャネルで最大 5個のポー
トを指定した場合、11個までのポートがホットスタンバイポートになります。

9つ以上のリンクが EtherChannelグループとして設定された場合、ソフトウェアは LACPプライ
オリティに基づいてアクティブにするホットスタンバイポートを決定します。ソフトウェアは、

LACPを操作するシステム間のすべてのリンクに、次の要素（プライオリティ順）で構成された
一意のプライオリティを割り当てます。

• LACPシステムプライオリティ

•システム ID（デバイスMACアドレス）

• LACPポートプライオリティ

•ポート番号

プライオリティの比較においては、数値が小さいほどプライオリティが高くなります。プライオ

リティは、ハードウェア上の制約がある場合に、すべての互換ポートが集約されないように、ス

タンバイモードにするポートを決定します。

アクティブポートかホットスタンバイポートかを判別するには、次の（2つの）手順を使用しま
す。まず、数値的に低いシステムプライオリティとシステム IDを持つシステムの方を選びます。
次に、ポートプライオリティおよびポート番号の値に基づいて、そのシステムのアクティブポー

トとホットスタンバイポートを決定します。他のシステムのポートプライオリティとポート番

号の値は使用されません。

ソフトウェアのアクティブおよびスタンバイリンクの選択方法に影響を与えるように、LACPシ
ステムプライオリティおよび LACPポートプライオリティのデフォルト値を変更できます。
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Link Aggregation Control Protocol最大バンドルの設定

ポートチャネルで許可されるバンドル LACPポートの最大数を設定して、ネットワーク帯域幅の
使用率を最適化し、冗長性を提供します。

ポートチャネルで許可されるバンドル化されたLACPポートの最大数を指定すると、ポートチャ
ネル内の残りのポートがホットスタンバイポートとして指定されます。

Before you begin

ポートチャネルの LACPポートの最大数を設定するには、次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 configure terminal

Example:
Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 interface port-channel channel-number

Example:
Device(config)# interface port-channel 2

ポートチャネルのインターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 4 LACP max-bundle max_bundle_number

Example:
Device(config-if)# lacp max-bundle 3

ポートチャネルバンドルで LACPポートの最大数を指定します。

Step 5 end

Example:
Device(config-if)# end

特権 EXECモードに戻ります。

ポートチャネルの LACPポートの最大数が設定されます。ポートチャネル内の残りのポートは、
ホットスタンバイポートとして指定されます。
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Link Aggregation Control Protocolポートチャネルスタンドアロンの無効化の設定

このタスクは、ポートチャネルインターフェイスのスタンドアロン EtherChannelメンバーポート
の状態を無効にして、適切な LACPの動作を確保します。

ポートチャネルのスタンドアロン EtherChannelメンバーポートステートをディセーブルにする
には、ポートチャネルインターフェイスで次の作業を行います。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 configure terminal

Example:
Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 interface port-channel channel-group

Example:
Device(config)# interface port-channel channel-group

設定するポートチャネルインターフェイスを選択します。

Step 4 port-channel standalone-disable

Example:
Device(config-if)# port-channel standalone-disable

ポートチャネルインターフェイスのスタンドアロンモードをディセーブルにします。

Step 5 end

Example:
Device(config-if)# end

設定モードを終了します。

Step 6 show etherchannel

Example:

Device# show etherchannel channel-group port-channel
Device# show etherchannel channel-group detail
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設定を確認します。

スタンドアロン EtherChannelメンバーポートの状態がポートチャネルインターフェイスで無効に
なり、設定は show etherchannelコマンドを使用して確認されます。

EtherChannelでの Link Aggregation Control Protocolスタンドアロンモードの設定

このタスクでは、EtherChannelで LACPスタンドアロンまたは独立したモードを有効にし、すべ
てのメンバーポートで LACPが完全に機能しない場合にポートチャネルが個別に動作できるよう
にします。

LACPスタンドアロンモードでは、一部のメンバーポートが LACPネゴシエーションに参加でき
ない場合に EtherChannelが動作し続け、リンク集約設定のレジリエンスが向上します。

Before you begin

EtherChannelで LACPスタンドアロンまたは独立したモードを設定するには、次の手順を実行し
ます。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。プロンプトが表示されたらパスワードを入力します。

Step 2 configure terminal

Example:
Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 interface port-channel channel-number

Example:
Device(config)# interface port-channel 1

ポートチャネルのインターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 4 no port-channel standalone-disable

Example:
Device(config-if)#no port-channel standalone-disable

LACPスタンドアロンまたは独立したモードを有効にします。

Step 5 end

Example:
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Device(config-if)#end

特権 EXECモードに戻ります。

Step 6 show running-config interface port-channel port-channel-number

Example:
Device#show running-config interface port-channel 1

設定を確認します。

EtherChannelでLACPスタンドアロンモードが有効になりました。一部のメンバーポートでLACP
ネゴシエーションが失敗した場合でも、ポートチャネルは動作し続け、リンク集約のレジリエン

スが向上します。

Link Aggregation Control Protocolポートチャネル最小リンク数の設定

このタスクは、低帯域幅の LACP EtherChannelがアクティブになるのを防ぎ、必要な最小帯域幅
を提供するのにアクティブなメンバーポートが少なすぎる場合に EtherChannelが非アクティブに
なるようにします。

リンクアップ状態で、リンクアップステートに移行するポートチャネルインターフェイスの

EtherChannelでバンドルする必要のあるアクティブポートの最小数を指定できます。EtherChannel
の最小リンクを使用して、低帯域幅LACPEtherChannelがアクティブになることを防止できます。
また、LACPEtherChannelにアクティブメンバーポートが少なすぎて、必要な最低帯域幅を提供で
きない場合、この機能により LACP EtherChannelが非アクティブになります。

Before you begin

ポートチャネルに必要なリンクの最小数を設定するには、次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 configure terminal

Example:
Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 interface port-channel channel-number

Example:
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Device(config)# interface port-channel 2

ポートチャネルのインターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 4 port-channel min-links min-links-number

Example:
Device(config-if)# port-channel min-links 3

リンクアップ状態で、リンクアップステートに移行するポートチャネルインターフェイスの

EtherChannelでバンドルする必要のあるメンバポートの最小数を指定できます。

Step 5 end

Example:
Device(config)# end

特権 EXECモードに戻ります。

ポートチャネルインターフェイスは、インターフェイスがリンクアップ状態に移行するために必

要な指定された最小数のアクティブリンクで設定されます。

Link Aggregation Control Protocolシステムプライオリティの設定

LACPで有効になっているすべての EtherChannelのシステムプライオリティを設定して、ソフト
ウェアがアクティブリンクとスタンバイリンクを選択する方法に影響を与えます。

LACP system-priorityコマンドをグローバルコンフィギュレーションモードで使用して、LACP
をイネーブルにしているすべてのEtherChannelに対してシステムプライオリティを設定できます。
LACPを設定済みの各チャネルに対しては、システムプライオリティを設定できません。デフォ
ルト値を変更すると、ソフトウェアのアクティブおよびスタンバイリンクの選択方法に影響しま

す。

どのポートがホットスタンバイモードにあるか確認するには、特権EXECモードでshowetherchannel
summaryコマンドを使用します（Hポートステートフラグで表示）。

LACPシステムプライオリティを設定するには、次の手順に従います。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 configure terminal

Example:
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Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 LACP system-priority priority

Example:
Device(config)# lacp system-priority 32000

LACPシステムプライオリティを設定します。

指定できる範囲は 1～ 65535です。デフォルトは 32768です。

値が小さいほど、システムプライオリティは高くなります。

Step 4 end

Example:
Device(config)# end

特権 EXECモードに戻ります。

LACPシステムプライオリティが設定され、ソフトウェアがすべての LACP対応 EtherChannelの
アクティブリンクとスタンバイリンクを選択する方法に影響を与えます。

（任意）Link Aggregation Control Protocolポート優先順位の設定

ローカルシステムのシステム優先順位とシステム IDがリモートシステムよりも低い場合、最初に
アクティブになるホットスタンバイリンクを制御するために、LACPポート優先順位を設定しま
す。

デフォルトでは、すべてのポートは同じポートプライオリティです。ローカルシステムのシステ

ムプライオリティおよびシステム IDの値がリモートシステムよりも小さい場合は、LACP
EtherChannelポートのポートプライオリティをデフォルトよりも小さな値に変更して、最初にア
クティブになるホットスタンバイリンクを変更できます。ホットスタンバイポートは、番号が

小さい方が先にチャネルでアクティブになります。どのポートがホットスタンバイモードにある

か確認するには、show etherchannel summary特権 EXECコマンドを使用します（Hポートステー
トフラグで表示）。

LACPがすべての互換ポートを集約できない場合（たとえば、ハードウェアの制約が大きいリモー
トシステム）、EtherChannel中でアクティブにならないポートはすべてホットスタンバイステー
トになり、チャネル化されたポートのいずれかが機能しない場合に限り使用されます。

Note

Before you begin

LACPポートプライオリティを設定するには、次の手順に従います。
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Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 configure terminal

Example:
Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 interface interface-ID

Example:
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/2

設定するポートを指定し、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 4 LACP port-priority priority

Example:
Device(config-if)# lacp port-priority 32000

LACPポートプライオリティを設定します。

指定できる範囲は 1～ 65535です。デフォルトは 32768です。値が小さいほど、ポートが LACP
伝送に使用される可能性が高くなります。

Step 5 end

Example:
Device(config-if)# end

特権 EXECモードに戻ります。

LACPポート優先順位が設定されます。優先順位値が低いポートは、LACP送信に使用される可能
性が高く、ホットスタンバイリンク間で最初にアクティブになります。

Link Aggregation Control Protocol 1:1冗長性の設定

LACP 1:1冗長性を設定して、EtherChannel内のアクティブメンバーポートとスタンバイメンバー
ポート間での高速スイッチオーバーを提供します。

LACP 1:1冗長性により、EtherChannel設定のメンバーポート間の高速なスイッチオーバーが有効
になります。
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• LACP EtherChannelの両端で LACP 1:1冗長性をイネーブルにする必要があります。

• LACP 1:1冗長性機能を機能させるには、 LACP fast-switchoverコマンドとともに LACP
max-bundle 1コマンドを設定する必要があります。

• LACP 1:1ホットスタンバイダンプニング機能を動作させるには、LACP fast-switchover
dampeningコマンドを設定する前に LACP max-bundle 1および LACP fast-switchoverコマン
ドを設定する必要があります。

Note

Before you begin

LACP 1:1冗長性を設定するには、次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

プロンプトが表示されたらパスワードを入力します。

Step 2 configure terminal

Example:
Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 interface port-channel group_number

Example:
Device(config)# interface port-channel 40

LACPポートチャネルインターフェイスを選択し、インターフェイスコンフィギュレーション
モードを開始します。

Step 4 LACP fast-switchover

Example:
Device(config-if)# lacp fast-switchover

EtherChannelの LACP 1:1冗長性機能をイネーブルにします。

Step 5 LACP max-bundle 1

Example:
Device(config-if)# lacp max-bundle 1
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アクティブメンバーポートの最大数を 1に設定します。LACP 1:1冗長構成でサポートされる値
は 1だけです。

Step 6 LACP fast-switchover dampening seconds

Example:
Device(config-if)# lacp fast-switchover dampening 60

（任意）この EtherChannelの LACP 1:1のホットスタンバイダンプニング機能をイネーブルにし
ます。timeパラメータの範囲は 30～ 180秒です。

Step 7 end

Example:
Device(config-if)# end

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

LACP 1:1冗長性は、アクティブメンバーポートとスタンバイメンバーポート間の高速スイッチ
オーバー機能を備えた EtherChannelインターフェイスに設定されます。

Link Aggregation Control Protocol 1:1冗長高速レートタイマーの設定
このタスクでは、LACP高速レートタイマーを設定してタイムアウト時間を 30秒から 1秒に短縮
します。これにより、LACP対応インターフェイスでリンク障害の検出と回復が速くなります。

LACPタイマーレートを変更することにより、LACPタイムアウトの時間を変更することができ
ます。LACP rateコマンドを使用し、LACPがサポートされているインターフェイスで受信され
る LACP制御パケットのレートを設定します。タイムアウトレートは、デフォルトのレート（30
秒）から高速レート（1秒）に変更することができます。このコマンドは、LACPがイネーブルに
なっているインターフェイスでのみサポートされます。

Before you begin

LACP 1:1冗長性高速レートタイマーを設定するには、次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 configure terminal

Example:
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Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 interface{fastethernet | gigabitethernet | tengigabitethernet} slot/port

Example:
Device(config)# interface gigabitEthernet 2/1

インターフェイスを設定し、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 4 LACP rate{normal | fast}

Example:
Device(config-if)# lacp rate fast

LACPがサポートされているインターフェイスで受信される LACP制御パケットのレートを設定
します。

タイムアウトレートをデフォルトにリセットするには、no LACP rateコマンドを使用します。

Step 5 end

Example:
Device(config)# end

特権 EXECモードに戻ります。

Step 6 show LACP internal

Example:
Device# show lacp internal
Device# show lacp counters

設定を確認します。

LACP高速レートタイマーが設定されるようになり、指定されたインターフェイスでのリンク障
害の検出と回復が迅速に行われるように、LACPタイムアウトが 30秒から 1秒に短縮されます。

グローバルな Auto-LAGの設定
このタスクにより、スイッチでAuto-LAG機能がグローバルに有効になり、EtherChannelを自動作
成できます。

互換性のあるポートが接続されると、Auto-LAGは自動的にEtherChannelを作成します。デフォル
トでは、auto-LAG機能は各ポート上でイネーブルになっています。

Before you begin

Auto-LAGをグローバルに設定するには、次の手順を実行します。
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Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 configure terminal

Example:
Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 [no] port-channel auto

Example:
Device(config)# port-channel auto

スイッチ上のAuto-LAG機能をグローバルで有効にします。スイッチ上のAuto-LAG機能をグロー
バルで無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

Note
デフォルトでは、auto-LAG機能は各ポート上でイネーブルになっています。

Step 4 end

Example:
Device(config)# end

特権 EXECモードに戻ります。

Step 5 show etherchannel auto

Example:
Device# show etherchannel auto

EtherChannelが自動的に作成されたことが表示されます。

Auto-LAGがスイッチ上でグローバルに設定されるようになり、互換性のあるポートが接続される
と、自動的に EtherChannelが作成されます。

ポートインターフェイスでの Auto-LAGの設定
このタスクでは、ポートインターフェイスでAuto-LAGを有効にし、EtherChannel接続を自動的に
作成します。
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Auto-LAGを使用すると、ポートインターフェイスでEtherChannel接続を自動的に作成できます。
デフォルトでは、Auto-LAG機能はポート上で有効になっています。

Before you begin

インターフェイスで Auto-LAGを設定するには、次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 configure terminal

Example:
Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Step 3 interface interface-id

Example:
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

Auto-LAGを有効にするポートインターフェイスを指定し、インターフェイスコンフィギュレー
ションモードを開始します。

Step 4 [no] channel-group auto

Example:
Device(config-if)# channel-group auto

（任意）個々のポートインターフェイスで Auto-LAG機能を有効にします。個々のポートイン
ターフェイス上で Auto-LAG機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

Note
デフォルトでは、auto-LAG機能は各ポート上でイネーブルになっています。

Step 5 end

Example:
Device(config-if)# end

特権 EXECモードに戻ります。

Step 6 show etherchannel auto

Example:
Device# show etherchannel auto
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EtherChannelが自動的に作成されたことが表示されます。

Auto-LAGは指定されたポートインターフェイスで設定され、EtherChannelの作成が自動的に有効
になります。

Auto-LAGでの持続性の設定
自動作成された EtherChannelを手動 EtherChannelに変換し、既存の EtherChannelに設定を追加す
るには、Auto-LAGで持続性を設定します。

自動で作成された EtherChannelを手動のものに変更し、既存の EtherChannelに設定を追加するに
は、persistenceコマンドを使用します。

Before you begin

Auto-LAGを使用して持続性を設定するには、次の手順を実行します。

Procedure

Step 1 enable

Example:
Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

パスワードを入力します（要求された場合）。

Step 2 port-channel channel-number persistent

Example:
Device# port-channel 1 persistent

自動で作成された EtherChannelを手動のものに変更し、EtherChannelに設定を追加することがで
きます。

Step 3 show etherchannel summary

Example:
Device# show etherchannel summary

EtherChannel情報を表示します。

自動作成された EtherChannelを手動 EtherChannelに変換し、既存の EtherChannelに設定を追加で
きます。
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EtherChannel、ポート集約プロトコル、および Link
Aggregation Control Protocolの状態のモニタリング

この参考資料は、EtherChannel、PAgP、および LACPステータス情報を表示およびモニタリング
するために使用できるコマンドについて説明します。

この表に記載されているコマンドを使用して EtherChannel、PAgP、および LACPステータスを表
示できます。

Table 6: EtherChannel、PAgP、および LACPステータスのモニタリング用コマンド

説明コマンド

LACPチャネルグループ情報およびトラフィッ
クカウンタをクリアします。

clear LACP { channel-group-number counters
| counters }

PAgPチャネルグループ情報およびトラフィッ
クカウンタをクリアします。

clear pagp { channel-group-number counters
| counters }

EtherChannel情報が簡潔、詳細に、1行のサマ
リー形式で表示されます。負荷分散方式または

フレーム配布方式、ポート、ポートチャネル、

プロトコル、および Auto-LAG情報も表示され
ます。

show etherchannel [ channel-group-number {
detail | load-balance | port |
port-channel | protocol | summary }]
[ detail | load-balance | port |
port-channel | protocol | auto | summary
]

トラフィック情報、内部 PAgP設定、ネイバー
情報などの PAgP情報が表示されます。

show pagp [ channel-group-number] { counters
| internal | neighbor }

デュアルアクティブ検出ステータスが表示され

ます。

show pagp [ channel-group-number ] dual-active

トラフィック情報、内部 LACP設定、ネイバー
情報などの LACP情報が表示されます。

show LACP [ channel-group-number ] { counters
| internal | neighbor | sys-id }

設定エントリを確認します。show running-config

ポートチャネル内のポート間のロードバラン

シング、またはフレーム配布方式を表示しま

す。

show etherchannel load-balance

EtherChannelの設定例
これらのセクションでは、EtherChannelのさまざまな設定例を示します。
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レイヤ 2 EtherChannelの設定
複数の物理インターフェイスを単一の論理インターフェイスにバンドルするように EtherChannel
を設定すると、レイヤ 2接続の帯域幅と冗長性が向上します。

EtherChannelは、ネットワーク要件に応じてさまざまなプロトコルとモードを使用して設定でき
ます。PAgP desirableモード、単一スイッチ設定用の LACPアクティブモード、またはクロスス
タック設定用の LACPパッシブモードを使用できます。

Procedure

Step 1 PAgP desirableモードを使用して、単一スイッチで EtherChannelを設定します。

2つのポートを VLAN 10のスタティックアクセスポートとして、PAgPモードが desirableである
チャネル 5に割り当てます。

Example:
Device# configure terminal
Device(config)# interface range gigabitethernet2/0/1 -2
Device(config-if-range)# switchport mode access
Device(config-if-range)# switchport access vlan 10
Device(config-if-range)# channel-group 5 mode desirable non-silent
Device(config-if-range)# end

Step 2 LACPアクティブモードを使用して単一スイッチで EtherChannelを設定します。

2つのポートをVLAN10のスタティックアクセスポートとして、LACPモードがactiveであるチャ
ネル 5に割り当てます。

Example:
Device# configure terminal
Device(config)# interface range gigabitethernet2/0/1 -2
Device(config-if-range)# switchport mode access
Device(config-if-range)# switchport access vlan 10
Device(config-if-range)# channel-group 5 mode active
Device(config-if-range)# end

Step 3 LACPパッシブモードを使用してクロススタック EtherChannelを設定します。

この設定は、LACPパッシブモードを使用して、VLAN 10内のスタティックアクセスポートとし
てスタックメンバー 1のポートを 2つ、スタックメンバー 2のポートを 1つチャネル 5に割り当
てます。

Example:
Device# configure terminal
Device(config)# interface range gigabitethernet2/0/4 -5
Device(config-if-range)# switchport mode access
Device(config-if-range)# switchport access vlan 10
Device(config-if-range)# channel-group 5 mode passive
Device(config-if-range)# exit
Device(config)# interface gigabitethernet3/0/3
Device(config-if)# switchport mode access
Device(config-if)# switchport access vlan 10
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Device(config-if)# channel-group 5 mode passive
Device(config-if)# exit

Step 4 アクセスポイントに接続するときに、PoEまたは LACPネゴシエーションエラーを回避するよう
にポートチャネルを設定します。

PoEまたは LACPネゴシエーションのエラーは、スイッチからアクセスポイント（AP）に 2つの
ポートを設定した場合に発生する可能性があります。このシナリオは、ポートチャネルの設定を

スイッチ側で行うと回避できます。

Example:
Device(config)# interface Port-channel1
Device(config-if)# switchport access vlan 20
Device(config-if)# switchport mode access
Device(config-if)# switchport nonegotiate
Device(config-if)# no port-channel standalone-disable
Device(config-if)# spanning-tree portfast

Note
ポートがポートのフラッピングに関するLACPエラーを検出した場合は、no errdisable detect cause
pagp-flapコマンドも含める必要があります。

EtherChannelの設定が適用され、指定されたインターフェイスは、ネットワークトポロジに適切
なプロトコル設定を使用して論理チャネルにバンドルされます。

例：レイヤ 3 EtherChannelの設定
この参考資料では、LACPアクティブモードを使用した標準設定およびクロススタック設定を含
め、レイヤ 3 EtherChannelの設定例を示します。

この例では、レイヤ 3インターフェイスの設定方法を示します。2つのポートは、LACPモードが
activeであるチャネル 5に割り当てられます。
Device# configure terminal
Device(config)# interface range gigabitethernet2/0/1 -2
Device(config-if-range)# no ip address
Device(config-if-range)# no switchport
Device(config-if-range)# channel-group 5 mode active
Device(config-if-range)# end

この例では、クロススタックレイヤ 3 EtherChannelの設定方法を示します。スタックメンバー 2
の 2つのポートとスタックメンバー 3の 1つのポートは、LACP activeモードでチャネル 7に割り
当てられます。

Device# configure terminal
Device(config)# interface range gigabitethernet2/0/4 -5
Device(config-if-range)# no ip address
Device(config-if-range)# no switchport
Device(config-if-range)# channel-group 7 mode active
Device(config-if-range)# exit
Device(config)# interface gigabitethernet3/0/3
Device(config-if)# no ip address
Device(config-if)# no switchport
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Device(config-if)# channel-group 7 mode active
Device(config-if)# exit

Link Aggregation Control Protocolホットスタンバイポートの設定
少なくとも 3個のアクティブポートがある場合にアクティブになり、最大 7個のアクティブポー
トとホットスタンバイポートとしての最大 9個の残りのポートで構成される EtherChannel（ポー
トチャネル 2）を設定します。

LACPホットスタンバイポートは、アクティブポートが障害を発生したときにアクティブ化でき
る追加のポートをスタンバイモードに維持することにより、冗長性を提供します。

Procedure

Step 1 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Example:
Device# configure terminal

Step 2 ポートチャネルのインターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

Example:
Device(config)# interface port-channel 2

Step 3 メンバーインターフェイスの設定を追加します。

Example:
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1
Device(config-if)# channel-group 2 mode active

Step 4 アクティブにするためにポートチャネルに必要なアクティブリンクの最小数を設定します。

Example:
Device(config-if)# port-channel min-links 3

Step 5 LACPバンドルのアクティブポートの最大数を設定します。

Example:
Device(config-if)# lacp max-bundle 7

EtherChannelは LACPホットスタンバイポートを使用して設定されます。ポートチャネルは、少
なくとも 3個のポートがアクティブで、最大 7個のポートがアクティブで残りのポートがホット
スタンバイの場合、アクティブになります。

例：Link Aggregation Control Protocol 1:1冗長性の設定
この例は、EtherChannelで LACP 1:1冗長性機能を設定する方法を示しています。
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Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface port-channel 40
Device(config-if)# lacp fast-switchover
Device(config-if)# lacp max-bundle 1
Device(config-if)# lacp fast-switchover dampening 60
Device(config-if)# end

次に、show LACP internalコマンドの出力例を示します。

Device# show lacp 1 internal

Flags: S - Device is requesting Slow LACPDUs
F - Device is requesting Fast LACPDUs
A - Device is in Active mode
P - Device is in Passive mode

Channel group 1,[146 s left to exit dampening state]
LACP port Admin Oper Port Port

Port Flags State Priority Key Key Number State
Fa1/1 FA hot-sby 30000* 0x1 0x1 0x103 0x7
Fa1/2 SA bndl 32768 0x1 0x1 0x102 0x3D

EtherChannelでのスタンドアロンモードの設定
次の例は、ポートチャネルでスタンドアロンモードまたは独立したモードを設定してその設定を

確認する方法を示しています。

次の例は、ポートチャネルでスタンドアロンモードまたは独立したモードを設定する方法を示し

ています。

Device(config)# interface port-channel 1
Device(config-if)# no port-channel standalone-disable
Device(config-if)# end

次の例は、ポートチャネルインターフェイスでスタンドアロンモードの設定を確認する方法を示

しています。

Device# show running-config interface port-channel 1
Building configuration...
Current configuration:
!
interface Port-channel1
no ip address
no switchport
no port-channel standalone-disable

end

Auto-LAGの設定
スイッチでの Link Aggregation Groupの自動作成を有効にするには、Auto-LAGを設定します。

このタスクでは、スイッチで Auto-LAGを設定し、設定を確認する方法を示します。
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Procedure

Step 1 特権 EXECモードを有効にします。

Example:
Device> enable

Step 2 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Example:
Device# configure terminal

Step 3 スイッチで Auto-LAGを有効にします。

Example:
Device(config)# port-channel auto

Step 4 コンフィギュレーションモードを終了します。

Example:
Device(config-if)# end

Step 5 Auto-LAG設定を確認します。

Example:
Device# show etherchannel auto

ここでは、自動的に作成された EtherChannelの概要を示します。
Device# show etherchannel auto
Flags: D - down P - bundled in port-channel

I - stand-alone s - suspended
H - Hot-standby (LACP only)
R - Layer3 S - Layer2
U - in use f - failed to allocate aggregator
M - not in use, minimum links not met
u - unsuitable for bundling
w - waiting to be aggregated
d - default port
A - formed by Auto LAG

Number of channel-groups in use: 1
Number of aggregators: 1

Group Port-channel Protocol Ports
------+-------------+-----------+-----------------------------------------------
1 Po1(SUA) LACP Gi1/0/45(P) Gi2/0/21(P) Gi3/0/21(P)

Step 6 自動 EtherChannelを永続化します。

Example:
Device# port-channel 1 persistent

次の例は、port-channel 1persistentコマンドを実行した後の自動EtherChannelの概要を示します。
Device# show etherchannel summary
Switch# show etherchannel summary
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Flags: D - down P - bundled in port-channel
I - stand-alone s - suspended
H - Hot-standby (LACP only)
R - Layer3 S - Layer2
U - in use f - failed to allocate aggregator
M - not in use, minimum links not met
u - unsuitable for bundling
w - waiting to be aggregated
d - default port
A - formed by Auto LAG

Number of channel-groups in use: 1
Number of aggregators: 1

Group Port-channel Protocol Ports
------+-------------+-----------+-----------------------------------------------
1 Po1(SU) LACP Gi1/0/45(P) Gi2/0/21(P) Gi3/0/21(P)

Auto-LAGが設定され、自動作成された EtherChannelが検証され、永続的になります。
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